
後発医薬品の取り扱いについて 

（地域支援・医薬品供給対応体制加算 1に係る掲示） 
 

 

 

当院では、厚生労働省の方針に基づき、後発医薬品（ジェ
ネリック医薬品）の使用促進に積極的に取り組むとともに、
医薬品の安定供給に努めております。 
 しかし、現在一部の医薬品について供給が不足する事態が
発生する場合あり、医薬品の供給状況により投与する薬剤を
変更する可能性がございます。 
当院では医薬品の供給不足が発生した場合においても患者

様に適切な治療を継続していただけるよう、以下の体制を整
備しております。 
  
 
当院で整備している体制 
 ・後発医薬品（ジェネリック医薬品）の積極的な使用 
 ・医薬品供給不足時における適切な処方変更体制の整備 
 ・医薬品変更時の患者様への十分な説明 
 ・医薬品の有効性・安全性を考慮した医薬品の選定 
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